
令和年月日 水曜日 (第号付録) 月目録官報目録

〇
金
融
庁
、
農
林
水
産
省

二

農
業
協
同
組
合
及
び
農
業
協

同
組
合
連
合
会
の
信
用
事
業

に
関
す
る
命
令
第
三
十
五
条

第
二
項
第
二
号
、
第
十
二
号

及
び
第
三
十
号
の
規
定
に
基

づ
き
、
組
合
等
の
子
会
社
が

営
む
こ
と
の
で
き
る
業
務
か

ら
除
か
れ
る
業
務
等
を
定
め

る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

一
二
130
六
二

三

漁
業
協
同
組
合
等
の
信
用
事

業
等
に
関
す
る
命
令
第
二
十

六
条
第
三
項
第
二
号
等
の
規

定
に
基
づ
き
、
漁
業
協
同
組

合
等
の
子
会
社
が
営
む
こ
と

の
で
き
る
業
務
か
ら
除
か
れ

る
業
務
等
を
定
め
る
件
の
一

部
を
改
正
す
る
件

一
二
130
六
三

四

農
林
中
央
金
庫
法
の
施
行
に

関
し
定
め
る
件
の
一
部
を
改

正
す
る
件

一
二
130
六
四

五

協
同
組
織
金
融
機
関
の
優
先

出
資
に
関
す
る
法
律
第
四
条

第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

農
林
中
央
金
庫
等
の
優
先
出

資
に
つ
い
て
の
同
項
の
主
務

大
臣
が
定
め
る
率
を
定
め
る

件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

二
四

四

六

農
林
中
央
金
庫
法
施
行
規
則

第
百
条
の
二
の
三
第
一
項
第

一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
農

林
水
産
大
臣
及
び
金
融
庁
長

官
が
定
め
る
比
率
を
定
め
る

件

三
〇
144

〇
消
費
者
庁

六

適
格
消
費
者
団
体
の
認
定
の

有
効
期
間
の
更
新
を
公
示
す

る
件

三

一
〇

七

令
和
八
年
度
消
費
生
活
相
談

員
資
格
試
験
の
実
施
を
公
告

す
る
件

一
五

四

八

適
格
消
費
者
団
体
の
認
定
の

有
効
期
間
の
更
新
を
公
示
す

る
件

一
五

六

九

健
康
増
進
法
の
規
定
に
基
づ

く
登
録
試
験
機
関
の
登
録
事

項
の
変
更
の
件

二
五

三

〇
デ
ジ
タ
ル
庁
、
総
務
省

二
六

個
人
番
号
カ
ー
ド
等
に
関
す

る
技
術
的
基
準
及
び
認
証
業

務
及
び
こ
れ
に
附
帯
す
る
業

務
の
実
施
に
関
す
る
技
術
的

基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
件

一
〇
128
二
二

〇
総

務

省

二
一
〇

政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に

よ
る
政
治
団
体
の
届
出
事
項

の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の

で
公
表
す
る
件

一

三

二
一
一

政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に

よ
り
政
党
で
な
く
な
っ
た
旨

を
公
表
す
る
件

一

四

二
一
二

政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に

よ
る
政
治
団
体
の
届
出
事
項

の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の

で
公
表
す
る
件

一

四

二
一
三

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
原

子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る

災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
避

難
住
民
に
係
る
事
務
処
理
の

特
例
及
び
住
所
移
転
者
に
係

る
措
置
に
関
す
る
法
律
第
五

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
が
あ
っ
た
件
の
一
部
を
改

正
す
る
件

一
121
二
七

二
一
四

特
定
国
外
派
遣
組
織
を
指
定

す
る
件

三

一
〇

二
一
五

〃

五

一

二
一
六

〃

九

一

二
一
七

二
一
八

Ｆ
一
Ｂ
電
波
二
、
一
八
七
・

五
kHz
に
よ
る
遭
難
通
信
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
海
岸
局
の

通
信
圏
を
定
め
る
件
の
一
部

を
改
正
す
る
件

一
〇
128
二
九

二
一
九

政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に

よ
る
政
治
団
体
の
届
出
が

あ
っ
た
の
で
公
表
す
る
件

一
一
129
三
七

二
二
〇

政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に

よ
る
政
治
団
体
の
届
出
事
項

の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の

で
公
表
す
る
件

一
一
129
三
八

二
二
一

政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に

よ
る
政
治
団
体
の
解
散
等
の

届
出
が
あ
っ
た
の
で
公
表
す

る
件

一
一
129
四
三

二
二
二

政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に

よ
る
資
金
管
理
団
体
の
届
出

が
あ
っ
た
の
で
公
表
す
る
件

一
一
129
四
四

二
二
三

政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に

よ
る
資
金
管
理
団
体
の
届
出

事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ

た
の
で
公
表
す
る
件

一
一
129
四
四

二
二
四

政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に

よ
る
資
金
管
理
団
体
で
な
く

な
っ
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た

の
で
公
表
す
る
件

一
一
129
四
五

二
二
五

二
二
六

特
定
国
外
派
遣
組
織
を
指
定

す
る
件

一
五

七

二
二
七

夕
張
市
財
政
再
生
計
画
の
変

更
の
内
容
及
び
協
議
の
結
果

を
公
表
す
る
件

一
八
134

五

二
二
八

特
定
国
外
派
遣
組
織
を
指
定

す
る
件

一
九

四

二
二
九

二
三
〇

〃

二
二

一

二
三
一

無
線
機
器
型
式
検
定
の
合
格

者
の
名
称
の
変
更
の
件

二
二

二

二
三
二

放
送
法
第
百
四
十
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
指
定
再
放
送

事
業
者
の
指
定
を
行
っ
た
件

二
二

二

二
三
三

時
刻
認
証
業
務
の
認
定
に
関

す
る
規
程
第
五
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
同
規
程
第

三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
時

刻
認
証
業
務
の
変
更
認
定
に

関
す
る
件

二
二

三

二
三
四

無
線
電
力
伝
送
用
構
内
無
線

局
の
条
件
を
定
め
る
件
の
一

部
を
改
正
す
る
件

二
三
137

九

二
三
五

特
定
小
電
力
無
線
局
の
無
線

設
備
の
一
の
筐
体
に
収
め
る

こ
と
を
要
し
な
い
装
置
、
送

信
時
間
制
限
装
置
及
び
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
ス
の
技
術
的
条
件

等
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改

正
す
る
件

二
三
137
一
〇

二
三
六

特
定
小
電
力
無
線
局
の
用

途
、
電
波
の
型
式
及
び
周
波

数
並
び
に
空
中
線
電
力
を
定

め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る

件

二
三
137
一
一

二
三
七

無
線
設
備
規
則
第
十
四
条
の

二
第
一
項
第
二
号
等
の
規
定

に
基
づ
く
総
務
大
臣
が
別
に

告
示
す
る
無
線
設
備
を
定
め

る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

二
三
137
一
二

二
三
八

周
波
数
割
当
計
画
の
一
部
を

変
更
す
る
件

二
三
137
一
二

二
三
九

固
定
資
産
の
評
価
の
基
準
並

び
に
評
価
の
実
施
の
方
法
及

び
手
続
を
定
め
る
件
の
一
部

を
改
正
す
る
件

二
六
141
五
九


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